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1987年（昭和62年）12月25日に国史跡に指定

定住発展期前半（ステージⅡａ）に位置づけ

＜集落の特徴＞

・台地上に居住域と墓域、貝塚が近接して配置

・低地には湧水点と水場遺構が所在する

・居住域と近接した場所

では、貝塚と墓域が一

体となって形成されて

おり、多様な機能を備

えた施設を持つ

令和３年７月27日、北海道・北東北の縄文遺跡

群が世界文化遺産に🎊登録🎊

資産 緩衝地帯

史跡北黄金貝塚 拡大図
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目標設定：令和２年度末までに策定

（令和３年４月の国際記念物遺跡会議（イコモス）の評価に間に合うよう）

＜スケジュール＞

令和２年 ２月 庁内周知、議会へ説明（景観行政団体への移行について）

～６月 計画案・条例案の作成（道と協議・協議会の開催など）、

その後、議会へ説明（計画案・条例案）

～８月 住民説明会（北黄金貝塚周辺・全体）

～10月 パブリックコメント（条例案）

12月 市議会へ条例案を提出、可決・景観行政団体移行の告示

令和３年 １月 景観行政団体へ移行（条例一部施行）

～３月 パブリックコメント（計画案）、都市計画審議会（意見聴取）

４月 景観計画策定・告示
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景観計画を策定するための案などを検討するため、

「伊達市景観計画策定協議会」を組織

＜委員人数＞ ６名（学識経験者・建設協会・自治会・公募）

＜開催内容＞

第１回（令和２年５月） 北黄金貝塚での現地確認＆今後の流れ

第２回（令和２年６月） 景観条例案・景観計画案について（書面）

第３回（令和２年10月） 経過報告・今後について

景観行政団体移行に伴い、

「伊達市景観審議会」を組織（委員：協議会委員６名＋市議会2名＝８名）

＜開催内容＞

第１回（令和３年１月） 景観計画案について

第２回（令和３年３月） 経過報告・景観計画決定
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第１章 総則
・定義、市や市民及び事業の責務について

第２章 良好な景観の形成に関する施策
・景観計画や景観計画区域を定め、行為の届出に必要な手続きと指導、助言及
び勧告、届出を要しない行為、特定届出対象行為とその変更命令等について

・景観重要建造物や景観重要樹木の指定と管理に必要な事項について定め、景
観資産の登録制度に必要な手続きについて

第３章 景観審議会
・景観審議会の設置、組織や会議に必要な事項について

第４章 雑則
・規則への委任について
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史跡北黄金貝塚を保全するために…

→ 構成資産および緩衝地帯を特定景観区域として設定し、
建築等の行為の制限を厳しくした
（当該区域の範囲内の住民には事前に説明）

→ 事前協議を特定景観区域は必須とした

→ 配慮事項として、北黄金貝塚からの眺望を妨げる可能性がある構造物を造る
場合、文化財担当部署とも連携し、目隠しとなる植林等の対応を協議

⇒ 一戸町の景観計画を参考に案を作成
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第１章 景観計画の基本事項

景観計画とは、伊達市景観計画の位置付け、本計画の構成、景観計画の使い方

第２章 伊達市の景観特性と現状

伊達市の景観特性、伊達市の現状

第３章 景観計画の区域（法第８条第２項第１号）

景観計画区域と区域区分、一般景観区域、特定景観区域

第４章 景観づくりの基本理念・目標像・基本目標

景観づくりの基本理念、景観づくりの目標像、景観づくりの基本目標

第５章 良好な景観形成に関する方針（法第８条第３項）

基本方針、区域別方針

第６章 良好な景観形成のための行為の制限に関する事項（法第８条第２項第２号）

届出対象行為、景観形成基準、景観重要建造物及び景観重要樹木の指定について、

景観資産の登録について、屋外広告物の表示及び掲出する物件の設置に関する行為の制限、

景観重要公共施設等の整備に関する事項（今後の方針）、景観農業振興整備計画の策定に

関する基本的な事項（今後の方針）

第７章 良好な景観形成のための取り組み

市民・事業者・行政による景観づくり、良好な景観形成の推進のための取り組み
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